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朝の冷たく澄み渡った空気の中，生徒の交わすあ

いさつの声や笑顔が，体や心を温めてくれる季節と

なりました。12月 23日には，附中メモリアルコン

サート 2024 が開催され，附中オーケストラも加わ

った全校合唱「讃歌」では,信濃の自然を体現するよ

うな壮大な合唱となりました。 

2024年の締めくくりにあたり，丸山校長先生より

学校教育目標の柱の一つである『愛他』の精神についてお話をいただきました。新しい年も素敵な言葉の飛び交

う附中であることを願っています。 

仲間に送る相聞歌 ～相手を思いやる愛他の精神～ （校長先生のお話より） 
 
これらは，今年度に入ってから新聞記事等で取り上げられた本校生徒，学級の様子です。①Wingまつもとに所

属しているみなさんの新体操全国大会，②２Ｄが中町に屋台を出店した様子，③３Ｄがパン屋スヰトと一緒に開
発したハンバーガーとベーグルの記事，④２Ｂ・２Ｃが信大の銀嶺祭で出店した記事，⑤２Ａが犬の保護活動を
応援するチャリティーフリーマーケットに参加した様子，⑥３Ｄが恵比寿講しょうふく祭にブースを出展した様
子，⑦３Ｃがまつもと未来マルシェに出店した様子などです。これらがすべてではなく，見逃しているものもあ
ると思います。これもそうだったというのがあったらまた教えてください。さて，こうやっていくつもの新聞に
取り上げられることで，地域や保護者，多くの人たちに附属松本中学校のことを知ってもらえたように思います。
一つ一つの活動をじっくり紹介したいくらい充実していましたし，附中生が実際の社会や地域に出て，活躍して
いる様子を大変嬉しく思います。多くは，総合の活動ですが，個人でも学級でもこれからも多くの活躍を期待し
ています。よく頑張りました。 
今日は，そのような中から３Ｂ鬼頭さんの記事を紹介したいと思います。ご覧

になったという人もいるかもしれませんが，鬼頭さんは，第２回安曇野文芸賞最
優秀賞を受賞しました。一般の応募者の中から最優秀賞なので，立派だと思いま
す。応募者の中では最年少ということでした。講評には，「日常の景色や心情から
みずみずしい感性が感じられる」「若い才能が，ここまで自由闊達な口語表現を獲
得して，目を見張る」と絶賛でした。 
では，実際に受賞した作品を紹介します。鬼頭さんの作品は，短歌５首です。

「常念の坊さんまだか，まだかなとランニングする〇〇」さあどんな言葉が入る
でしょうか。鬼頭さんは「朝７時２分」と表現しています。この微妙な時間がいい
ですよね。「曇りはね「〇〇」アンが言う。ほら，日が差すよ 魔法の言葉」曇り
は気分があまり上がりません
が，ふと赤毛のアンが曇り空を
真珠色と表現していたことを思
い出す，すると日が差してくる，
このドラマチックな展開にわく
わくしてきます。「Andante：歩く
速さで。でもバッハ，現代人は〇
〇」どんな言葉が入るでしょう
か。「皆急ぎ足」音楽の記号と現
代の時間に追われていることを
さわやかに言うことができる感
性が素晴らしいですね。 
さて，「応援をしたくなるのは

一人きり がんばる君を知って
いるから」これも受賞した短歌
の一つです。この歌に対して３
Ｂのみなさんに相聞歌をつくっ 



 

 

 

 
てもらいました。相聞歌とは，互いに安否を心配して，消息を通じ合う意味の言葉で，歌を送り合います。男女，
または親子，兄弟，友人などの間の恋慕，親愛の情を述べたのが相聞歌です。万葉集の中では，愛に溢れる相聞
歌が大変多いです。 
３Ｂのみなさんが作った相聞歌をいくつか紹介します。 

「表立ち 皆の希望を一身に背負うあなたと歩んでいきたい」「メモコンを成功させるその気持ち 歌う僕ら
も 感じています」「がむしゃらに進んだ君のその背中 私は言いたいひとりじゃないよと」言葉にしないけれど
互いの想いが呼応していることを感じさせます。「合唱に真剣に取り組むその気持ち僕らもそれに応えていきた
い」「こたえた 君の頑張り あなたの背 フィナーレまでついていきたい」「頑張れるのは誰よりも一生懸命な
貴方が居たから」「知っている人の頑張りわかるのはその倍頑張るあなたがいるから」ほかにも紹介したい歌がい
くつもありました。素晴らしい相聞歌ですよね。３Ｂのみなさん，本当にありがとうございました。 
返歌を考えることは，相手の立場になるということです。相

手の置かれた状況に自分を置き換えてみて，自分だったらどう
感じるのか，自分だったらどう考えるのか，自分だったらどう
動くのか，その作業をしているわけです。それができている３
Ｂだと思いました。また，私は，相手の言葉って何だろう，相
手のことを思いやる言葉ってなんだろうと，考えてしまいまし
た。自分たちの発している言葉は，一体どんな感じで相手に伝
わっているのだろう。自分優先よりも愛他の精神を育むこと
は，最終的には自分自身を幸せにしてくれるような気がしてい
ます。そんな素敵な言葉が行き交う附属中であってほしいなと
思います。 
みなさんもこの短歌に対して，どんな返歌を返すか考えてみ

てください。自分の気持ちを短歌に表すことは，言葉を磨くう
えでとても大事なことです。この年末年始休業に作った短歌を
募集しますので，校長室にぜひ持ってきてください。待ってい
ます。 
 
いよいよ明日から年末年始休業になります。年末年始休業は，新年を迎える特別なお休みでもあります。夏休

みほどの長さはありませんが，毎日の時間は学校に通っている今よりも少しゆとりがあると思います。今日は，
令和６年最後の登校日であるとともに，締めくくりでもあります。「一年の計は元旦にあり」と言われるように，
今年を振り返り，１年後のなりたい自分をイメージしながら，新年の目標をしっかりと持てる年末年始休業にし
てほしいと思います。 
また，次のことをしっかり守れるようにしましょう。①１つ目です。「交通事故にはあいません。」みなさんで

言いましょう。②２つ目です。「お金は無駄遣いせず，使い方に気を付けます。」③３つ目です。「携帯などの使用
は決まりを守り，SNSなどのトラブルに巻き込まれません。」怪我や，交通事故にくれぐれも気を付けて，楽しい
年末年始休業を過ごしてください。 
１年間の感謝を込めて，身の回りのお世話になった方々に，

「今年もありがとうございました」「来年もよろしくお願いし
ます」と，きちんと挨拶をしましょう。そして，さようならの
代わりに，「良いお年を」と言ってお別れするのも，年末の特
別な挨拶です。それではみなさんでいいましょう。「良いお年
を。」 
来年の１月９日（木）に，元気なみなさんに会えることを

楽しみにしています。 

 

 


